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宮　

崎　

修　

多

　

幕
臣
文
人
大
田
直
次
郎
（
号
南
畝
、
蜀
山
人
、
杏
花
園
な
ど
。
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
の
姿
を
い
か
に
把
握
す
る
か
に
つ
い

て
、
か
つ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
焦
点
は
ひ
と
え
に
、
天
明
七
年
、
松
平
定
信
の
老
中
主
座
就
任
に
よ
る
政

治
改
革
の
開
始
に
呼
応
す
る
が
ご
と
く
、
か
れ
が
狂
歌
界
と
の
決
別
を
敢
行
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
評
し
て
世
渡
り
に
長
じ
た

変
節
漢
と
み
る
か
、
文
人
と
し
て
さ
ら
に
高
み
を
志
向
し
は
じ
め
た
行
為
と
み
る
か
、
諸
家
の
見
方
を
荒
々
し
く
分
別
す
れ
ば
こ
の

二
つ
に
わ
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
端
的
に
い
え
ば
、
か
つ
て
前
者
の
立
場
を
と
っ
て
「
転
向
」
の
語
を
用
い
た
野
口
武
彦
の
見
解
に

対
し
て
、
中
野
三
敏
が
寛
政
改
革
に
よ
る
戯
作
界
自
体
の
脱
皮
と
と
も
に
南
畝
像
を
見
直
す
な
ら
ば
、
と
て
も
「
転
向
」
な
ど
と
は

見
做
せ
な
い
と
批
判
し
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
よ
う
。
稿
者
も
そ
の
時
点
で
の
考
え
を
ま
と
め
た
が
（「
大
田
南
畝
に
お
け
る
雅
と

俗
」、『
日
本
の
近
世 

第
12
巻 

文
学
と
美
術
の
成
熟
』
平
成
五
年
、
中
央
公
論
社　

所
収
）、
野
口
氏
が
そ
れ
に
激
し
く
反
論
（『
蜀
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山
残
雨
』
平
成
十
五
年
、
新
潮
社
）、
し
か
し
部
分
的
に
は
賛
同
の
意
も
示
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
い
づ
れ
に
し
て
も
嬉
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
部
に
誤
解
が
あ
る
よ
う
な
の
で
断
っ
て
お
き
た
い
が
、
稿
者
も
基
本
的
に
は
後
者
の
立
場
に
あ
る
も
の
の
、
非
「
転

向
」
説
へ
の
援
護
が
主
眼
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
野
氏
は
狂
歌
界
か
ら
離
れ
た
南
畝
の
後
半
生
を
重
視
し
て
、
文
人
南
畝
は
改

革
後
に
誕
生
し
た
か
と
さ
え
論
じ
た
が
、
稿
者
と
し
て
は
、
狂
歌
師
に
あ
ら
ざ
る
か
れ
が
憧
れ
た
「
文
雅
」
の
性
質
、
格
調
派
詩
人

と
し
て
の
意
地
、
そ
し
て
幕
臣
と
し
て
そ
れ
を
追
求
す
る
意
識
を
、
南
畝
よ
り
格
上
の
、
そ
し
て
今
で
は
忘
れ
ら
れ
た
旗
本
文
人
た

ち
と
の
交
際
を
通
し
て
想
定
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
人
の
い
か
な
る
も
の
か
と
問
う
な
ら
ば
、
日
々
の
暮
し
を
窺
う
が
よ
く
、
そ
の
た
め
の
心
強
い
手
が
か
り
が
書
簡
の
類
で
あ

る
こ
と
、
こ
れ
ま
た
た
れ
し
も
異
論
は
あ
る
ま
い
。
と
く
に
、
同
居
の
弟
島
崎
金
次
郎
や
息
大
田
定
吉
宛
（『
新
百
家
説
林
』
本
）、

田
安
家
臣
で
狂
歌
師
の
馬
蘭
亭
山
道
高
彦
宛
（
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）、
中
坂
の
薬
屋
柳
屋
長
次
郎
宛
（
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
）、
長
崎
の
乙
名
中
村
李
囿
宛
（
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）、
旗
本
竹
垣
直
清
宛
（
大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵
な
ど
）
と
い
っ
た
、
纏

ま
っ
た
数
の
個
人
宛
南
畝
書
簡
の
存
在
が
我
々
に
与
え
た
影
響
は
、
単
品
で
散
在
す
る
書
簡
よ
り
も
遥
か
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ

た
。
そ
う
し
た
一
次
資
料
群
を
駆
使
し
つ
つ
、
晩
年
の
浜
田
義
一
郎
は
「
江
戸
文
人
の
歳
月
」
と
い
う
一
連
の
論
文
で
、
淡
々
と
後

半
生
の
日
々
の
再
構
築
に
努
め
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
稿
者
も
ま
た
、
化
政
期
の
南
畝
に
文
人
と
し
て
の
到
達
点
を
み
る
一

人
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
か
れ
の
意
識
を
意
味
付
け
る
事
こ
そ
が
、
自
づ
か
ら
野
口
氏
へ
の
再
論
に
な
る
か
と
思
っ
て
は
い
る
も
の

の
、
荏
苒
い
ま
だ
そ
れ
を
果
し
え
て
い
な
い
。

　

文
化
期
の
南
畝
が
日
常
親
昵
し
た
人
物
に
、
二
十
以
上
も
年
若
の
書
肆
青
山
堂
こ
と
雁
金
屋
清
吉
（
一
七
七
三
～
一
八
三
八
）
が

あ
る
。
姓
青
山
氏
、
号
平
々
山
人
、
狂
名
枇
杷
麿
。
そ
の
蔵
書
を
千
巻
文
庫
と
称
す
。
小
石
川
伝
通
院
前
に
店
を
構
え
、
和
漢
硬
軟
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と
り
ま
ぜ
た
そ
の
出
版
活
動
は
、
商
才
に
加
え
て
か
れ
の
広
範
な
興
味
と
古
物
趣
味
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
式
亭

三
馬
は
青
山
堂
に
つ
い
て
「
好
古
の
癖
あ
り
て
雅
俗
に
拘
ら
ず
古
画
古
書
雑
器
の
た
ぐ
ひ
、
あ
ら
ゆ
る
古
物
を
あ
つ
む
。
…
雁
金
屋

清
吉
は
こ
と
し
年
齢
四
十
前
後
、
寐
惚
先
生
随
従
の
人
な
り
」（『
式
亭
雑
記
』
文
化
八
年
四
月
四
日
条
）
と
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
店
の
出
版
物
と
は
別
に
、
国
会
図
書
館
蔵
の
南
畝
狂
歌
文
集
『
巴
人
集
』
の
造
作
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
紋
蝋
箋
を
貼
付

し
た
丹
表
紙
の
か
か
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
青
山
堂
本
」
装
丁
の
写
本
板
本
の
題
簽
や
末
尾
に
、
未
見
の
南
畝
の
筆
跡
を
み
る
こ
と
は
い

ま
で
も
よ
く
あ
り
、
最
近
で
は
伊
ジ
ェ
ノ
バ
市
キ
オ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
に
あ
る
元
禄
板
土
佐
浄
瑠
璃
本
『
京
太
郎
』
が
青
山
堂

本
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
（
高
橋
則
子
「
土
佐
浄
瑠
璃
六
段
本
『
京
太
郎
』」「
演
劇
研
究
会
会
報
」
四
十
一
号
平
成
二
十
七
年
五
月
）。

ま
た
つ
い
先
頃
も
東
京
古
典
会
大
入
札
会
（
平
成
二
十
八
年
十
一
月
）
で
、
丹
表
紙
横
本
の
「
伊
勢
音
頭
」
二
十
六
曲
の
写
本
に
南

畝
の
識
語
（
文
政
四
年
）
を
見
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
散
発
的
に
出
現
す
る
に
違
い
な
い
。
書
肆
や
自
分
が
見
出
し
た
稀

書
に
表
紙
を
誂
え
さ
せ
題
簽
に
手
づ
か
ら
染
筆
す
る
、
と
い
う
こ
の
営
み
は
、
あ
た
か
も
晩
年
の
森
銑
三
翁
が
反
町
弘
文
荘
に
お
い

て
商
品
た
る
書
物
の
帙
題
簽
に
次
々
と
揮
毫
し
て
い
た
事
に
似
て
い
る
が
、
ま
た
そ
れ
と
少
し
違
う
よ
う
な
気
も
す
る
。
両
者
は

い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
だ
っ
た
の
か
。

　

そ
の
青
山
堂
へ
の
書
信
は
従
来
『
大
田
南
畝
全
集
第
十
九
巻
』（
一
九
八
九
年
岩
波
書
店
刊
）
に
お
い
て
、
原
簡
所
在
不
明
の

『
好
古
類
纂
』
所
収
書
簡
を
は
じ
め
、
文
化
八
年
中
と
認
定
さ
れ
た
七
通
と
年
期
不
明
七
通
の
、
計
十
四
通
が
各
所
各
書
か
ら
集
め

ら
れ
て
い
て
、
我
々
も
そ
の
交
誼
の
様
態
を
共
有
し
て
来
た
。
本
稿
で
は
さ
ら
に
加
う
る
こ
と
二
十
三
通
を
も
っ
て
好
事
の
人
び
と

の
参
考
に
供
し
、
併
せ
て
文
化
期
の
南
畝
を
窺
う
べ
き
小
さ
く
も
新
た
な
よ
す
が
と
し
て
お
き
た
い
。

　

成
城
大
学
図
書
館
蔵
『
寿
南
双
魚
』
一
冊
は
、
美
濃
本
を
化
粧
断
ち
し
て
少
し
小
ぶ
り
に
な
っ
た
大
い
さ
の
袋
綴
近
代
写
本
で
、
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三
村
竹
清
の
書
写
旧
蔵
に
か
か
る
。
書
名
は
、
前
半
二
十
一
丁
に
寿
阿
弥
の
桑
原
苾
堂
宛
書
簡
九
通
、
後
半
十
二
丁
に
「
四
方
山
人

書
牘
」
と
内
題
し
て
青
山
清
吉
宛
南
畝
書
簡
二
十
三
通
が
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
を
合
綴
し
て
竹
清
が
自
か
ら
命
名
し
た
も

の
。
書
舗
と
し
て
近
代
ま
で
続
い
た
青
山
堂
が
手
元
に
残
し
て
い
た
南
畝
書
簡
を
貼
り
込
ん
だ
巻
子
の
如
き
が
存
在
し
て
い
て
、
そ

れ
を
竹
清
が
借
抄
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
四
方
山
人
書
牘
」
の
末
尾
に
は
「
昭
和
十
七
年
二
月
十
九
日
燈
下
写
／
竹
清
老

人
／
⃞竹
⃞清
（
白
文
方
印
）」
と
識
語
が
あ
る
。
所
蔵
者
な
ど
原
本
の
素
性
が
明
か
さ
れ
な
い
の
が
竹
清
ら
し
く
な
い
も
の
の
、
あ
る

い
は
時
局
を
憚
っ
て
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
内
容
か
ら
察
し
て
ほ
と
ん
ど
文
化
八
年
中
の
も
の
と
思
し
く
、
こ
こ
で
は
概
ね
そ
の

年
の
出
簡
と
仮
定
し
て
考
を
す
す
め
る
。
書
物
の
往
来
に
副
え
ら
れ
た
よ
う
な
短
簡
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
中
に
は
興
味
深
い
発
言

も
散
見
す
る
た
め
、
あ
え
て
こ
こ
に
翻
字
解
説
を
こ
こ
ろ
み
た
。
前
半
の
寿
阿
弥
書
簡
は
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
長
尺
か
つ
内
容
豊
富

な
も
の
な
が
ら
、
紹
介
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
な
お
、
表
記
は
句
読
点
の
み
わ
た
く
し
に
補
い
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め

て
い
る
。
掲
出
順
は
『
寿
南
双
魚
』
に
従
い
、
洋
数
字
の
通
し
番
号
を
便
宜
上
新
た
に
付
し
た
。

　

１

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

　
　
　

尚
々
忠
臣
蔵
一
蓮
塚
と
も
一
覧
い
た
し
面
白
候
也
。

　
　

拝
見
い
た
し
候
。
此
間
は
御
出
之
処
、
早
々
之
仕
合
御
坐
候
。
路
考
古
画
御
携
へ
忝
奉
存
候
。
被
仰
下
候

　
　
　
　

諸
名
家
画
賛
之

　
　
　
　

天
明
年
中
ヨ
リ
請
取
帳
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右
は
覚
不
申
候
。
此
間
入
御
覧
候

　
　
　
　

古
桜
老
錦

　
　
　
　

し
の
ふ
草

　
　

右
様
之
品
に
候
哉
。
猶
委
曲
可
申
上
候
。
已
上
。

　
　
　
　

三
月
廿
二
日

　　
「
古
桜
老
錦
」「
し
の
ふ
草
」「
請
取
帳
」「
忠
臣
蔵
」「
一
蓮
塚
」
な
ど
書
物
ら
し
き
も
の
す
べ
て
未
詳
。
尚
々
書
き
の
「
忠
臣
蔵
」

は
文
化
七
年
暮
に
青
山
堂
よ
り
借
り
写
し
た
『
赤
城
義
臣
伝
』（
享
保
四
年
序
刊
・
十
五
巻
）
か
、
少
し
前
の
享
和
三
年
に
出
刊
の

『
狂
歌
忠
臣
蔵
当
振
舞
』
を
指
す
か
。『
忠
臣
蔵
当
振
舞
』
は
狂
歌
師
連
中
が
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
登
場
人
物
に
擬
せ
ら
れ
た
画
像

集
だ
が
、
青
山
堂
こ
と
枇
杷
丸
は
劇
中
の
四
人
の
人
物
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。「
路
考
古
画
」
も
未
詳
だ
が
、
文
化
七
年
の
十
二

月
四
日
に
亡
く
な
っ
た
仙
女
路
考
こ
と
三
世
瀬
川
菊
之
丞
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

２

　
　

枇
杷
丸
主　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

全
唐
詩
抄
、
早
速
御
み
せ
被
下
候
処
、
拭
目
申
候
。
判
取
帳
附
覧
い
た
し
候
。
昨
夜
は
劇
談
殊
に
御
送
り
被
下
忝
奉
存
候
。

萬
々
面
謝
不
乙
。

　
　
　
　

卯
月
初
四
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『
全
唐
詩
抄
』
未
詳
。
南
畝
は
文
化
二
年
の
長
崎
出
張
時
と
帰
東
直
後
と
、『
全
唐
詩
』
を
参
照
し
た
形
跡
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

「
目
を
拭
ひ
申
し
候
」
な
ど
と
言
及
さ
れ
る
も
の
は
、
そ
れ
と
相
違
す
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。「
判
取
帳
」
は
、
南
畝
が
天
明
期
に

名
家
か
ら
か
き
集
め
て
い
た
自
筆
書
画
集
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
普
通
の
青
山
堂
の
掛
売
帳
簿
の
類
を
い
う
か
。

　

３

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

昨
夜
は
折
角
御
枉
駕
之
処
、
少
々
不
快
に
て
臥
り
居
り
失
礼
い
た
し
候
。
今
朝
は
快
相
成
候
。
御
頼
之
書
物
上
申
候
。
十
五
番

夷
歌
合
、
是
又
見
出
候
ま
ゝ
上
候
。
西
川
子
へ
も
御
見
せ
可
被
下
候
。
萬
寓
貴
面
早
々
。

　
　
　
　

廿
五
日

　
　
　

尚
々
出
か
け
に
候
ま
ゝ
差
置
参
候
様
申
付
候
。
不
及
貴
答
候
。

　
　

紀　

束　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀
山

　
　

枇
杷
麿　

様　
貴
報

　
　

　
「
御
頼
之
書
物
」
と
は
青
山
堂
に
依
頼
さ
れ
て
い
た
染
筆
。「
十
五
番
夷
歌
合
」
と
は
次
掲
の
書
簡
に
も
あ
る
「
十
五
番
歌
合
」
と

同
じ
で
、
い
わ
ゆ
る
天
明
狂
歌
の
は
し
り
と
な
っ
た
萩
原
宗
固
、
内
山
賀
邸
判
『
明
和
十
五
番
歌
合
』（
明
和
七
年
成
・
写
本
）
を

指
す
で
あ
ろ
う
。「
西
川
子
」
は
こ
の
書
簡
の
宛
名
の
一
人
で
も
あ
る
狂
歌
師
紀き
の

束つ
か
ぬこ
と
西
川
権
（
伊
勢
屋
清
左
衛
門
）。
こ
の
時
期
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七
九

青
山
堂
で
は
こ
の
狂
歌
合
の
顕
彰
を
企
て
た
ら
し
く
、
青
山
の
編
で
『
二
帳
集
』
な
る
写
本
を
作
り
、
南
畝
に
序
を
書
か
せ
て
い
る

（
文
化
八
年
閏
二
月
十
九
日
）
の
は
、
刊
行
を
予
定
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
。
た
だ
『
巴
人
集
』
所
収
の
「
二
張
集
序
」
な
る
文
に

よ
れ
ば
、
紀
束
が
南
畝
の
『
判
取
帳
』
を
模
し
て
作
っ
た
も
の
と
南
畝
の
そ
れ
と
の
二
帳
を
合
わ
せ
た
作
物
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

か
ら
注
意
を
要
す
る
が
、
こ
こ
で
は
『
明
和
十
五
番
歌
合
』
の
こ
と
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
目
を
凝
ら
す
べ
き
は
「
是
又
見
出
候
ま
ゝ
上
候
」
な
る
く
だ
り
で
あ
ろ
う
。
青
山
堂
編
『
二
帳
集
』
序
で
、
南
畝
は
こ
の

狂
歌
合
の
概
略
を
記
し
た
末
、「
そ
の
反
故
の
い
か
ゞ
し
て
は
世
に
の
こ
り
け
ん
、
青
山
堂
の
あ
る
じ
十
襲
し
て
予
が
一
言
を
こ
ふ

に
ま
か
せ
て
、
そ
の
こ
と
の
よ
し
を
の
ぶ
る
」
と
し
て
い
た
。
即
ち
こ
の
稿
本
を
な
ん
と
若
い
青
山
堂
が
珍
蔵
し
て
い
た
、
と
驚
い

て
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
簡
に
よ
れ
ば
、
南
畝
が
家
蔵
の
書
棚
か
ら
見
つ
け
て
き
た
の
で
呈
上
す
る
、
と
あ
っ
て
序
文
の

記
述
と
齟
齬
す
る
。
恐
ら
く
は
青
山
堂
が
以
前
か
ら
南
畝
に
借
覧
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
う
し
た
古
式
床
し

い
集
ま
で
も
、
狂
歌
と
い
う
だ
け
で
、
南
畝
は
自
分
と
か
か
わ
る
こ
と
を
世
に
開
示
し
た
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

４
十
五
番
歌
合
心
中
大
か
ゝ
み
落
手
い
た
し
、
御
手
本
被
遣
閑
暇
之
節
、
認
メ
上
可
申
候
。
職
人
哥
合
一
覧
判
之
事
被
仰
下
、
是

斗
は
御
免
可
被
下
候
。
是
ま
て
度
々
諸
方
よ
り
申
来
候
処
、
当
時
は
皆
断
申
し
候
。
此
一
冊
ぬ
け
落
を
出
し
、
と
お
く
へ
ひ
ゝ

き
候
而
や
か
ま
し
く
候
間
、
是
斗
は
御
断
申
上
候
。
則
御
か
へ
し
申
上
候
。
是
は
飯
盛
か
な
に
ぞ
余
人
に
御
み
せ
可
被
下
候
。

早
々
已
上
。

　
　
　
　

五
月
廿
六
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尚
々
、
青
山
堂
へ
申
上
候
。
此
間
は
南
郭
集
御
と
ゝ
け
被
下
候
。
一
両
日
中
御
か
へ
し
可
申
上
候
。

　
「
心
中
大
か
ゝ
み
」
は
浮
世
草
子
の
『
心
中
大
鑑
』（
書
方
軒
作
、
五
巻
五
冊
、
宝
永
元
年
京
都
刊
）。『
十
五
番
狂
歌
歌
合
』

共
々
、
装
丁
の
う
え
序
跋
か
題
簽
な
ど
を
南
畝
に
求
め
て
き
た
も
の
か
。「
職
人
哥
合
」
は
古
い
中
世
の
そ
れ
で
は
な
く
、『
江
戸
職

人
歌
合
』
の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
南
畝
の
拒
否
は
さ
ら
に
露
骨
で
あ
る
。
か
れ
は
そ
の
判
詞
を
求
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
こ

の
種
の
執
筆
は
現
在
す
べ
て
断
っ
て
い
る
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
一
冊
が
世
間
へ
抜
け
出
て
遠
方
ま
で
そ
の
名
が
波
及
す
る

こ
と
ま
で
も
警
戒
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
狂
歌
に
対
す
る
神
経
質
な
ま
で
の
意
識
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
尚
々
書
に
わ
ざ
わ
ざ

「
青
山
堂
へ
申
上
候
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、
本
書
簡
は
青
山
堂
以
外
の
た
れ
か
と
の
連
名
（
恐
ら
く
「
職
人
歌
合
」

の
判
を
実
質
的
に
依
頼
し
た
人
物
）
宛
で
出
簡
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

５

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

昨
日
は
例
之
酔
臥
失
礼
い
た
し
候
。
箱
入
之
帳
面
序
并
青
山
堂
記
、
出
放
題
認
メ
候
間
上
申
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。

一
南
郭
文
集
三
編
、
文
の
所
一
寸
見
合
申
度
、
も
し
御
手
も
と
に
御
さ
候
は
ゝ
御
か
し
可
被
下
候
。
早
々
。

　
　
　
　

乃
時

　
　
　

尚
々
、
業
平
小
町
の
聯
は
足
下
に
候
哉
、
ぬ
し
し
れ
不
申
候
。
以
上
。
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「
箱
入
之
帳
面
序
」
未
詳
。「
青
山
堂
記
」
は
雁
金
屋
の
た
め
に
書
い
た
短
い
記
文
で
『
巴
人
集
』
に
収
ま
る
。
そ
の
「
青
山
堂

記
」
に
は
年
記
が
な
い
が
、
恐
ら
く
同
じ
こ
ろ
「
平
々
山
人
伝
」
も
書
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
南
畝
全
集
第
十
九
巻
』
所
収

の
文
化
八
年
四
月
二
十
四
日
付
青
山
堂
宛
南
畝
書
簡
に
は
「
平
々
伝
、
青
山
堂
記
等
い
ま
だ
出
来
不
申
候
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
書

簡
は
そ
れ
以
後
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。『
放
歌
集
』
所
収
の
「
平
々
山
人
伝
」
に
は
文
化
八
年
卯
月
甲
子
日
の
年
記

あ
り
。「
南
郭
文
集
」
は
前
簡
の
「
南
郭
集
」
と
も
同
じ
く
服
部
南
郭
の
詩
文
集
『
南
郭
先
生
文
集
』
の
こ
と
。
そ
の
第
三
編
を
拝

借
し
た
い
と
い
う
理
由
は
次
掲
の
書
簡
参
照
。「
業
平
小
町
の
聯
」
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

６

　
　

青
山
堂
主
人　
貴
報　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

南
郭
集
御
か
し
被
下
候
処
、
初
編
二
編
三
編
四
編
と
も
序
説
斗
有
之
碑
銘
等
無
之
略
本
に
て
御
さ
候
。
三
編
之
内
、
矢
口
碑
并

川
除
普
請
等
之
碑
文
相
見
不
申
候
間
、
御
返
し
申
上
候
。
何
と
そ
三
編
之
内
、
碑
銘
之
所
少
々
見
合
申
度
候
間
、
全
本
出
候

は
ゝ
い
つ
に
て
も
拝
借
奉
希
候
。
早
々
已
上
。

　
　
　
　

即
刻

　
　
　

尚
々
、
柱
か
く
し
序
な
か
ら
も
た
せ
上
申
候
。
出
か
け
早
々
以
上
。

　

こ
こ
に
ま
た
、
我
々
は
従
来
全
く
留
意
し
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。『
南
郭
先
生
文
集
』
に
は
初
編
か
ら
最
終
の
四
編

ま
で
、
文
の
巻
に
略
本
と
完
本
と
の
両
様
が
存
在
す
る
ら
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
前
後
で
青
山
堂
に
し
き
り
に
『
南
郭
文
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集
』
の
貸
与
を
申
し
出
て
い
た
理
由
は
、
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
特
に
本
簡
で
は
第
三
編
（
延
享
二
年
刊
）
の
碑
銘

を
例
に
と
っ
て
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
青
山
堂
も
少
々
驚
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。「
矢
口
碑
」
文
と
は
三
編
巻
八
所
収
「
矢

口
新
田
神
君
廟
碑
」
の
こ
と
。
新
田
義
貞
の
子
義
興
が
足
利
軍
と
武
蔵
各
地
で
戦
い
、
守
護
畠
山
国
清
ら
に
よ
っ
て
多
摩
川
の
矢
口

で
謀
殺
さ
れ
る
ま
で
の
顛
末
を
記
し
た
も
の
。
原
話
は
『
太
平
記
』
だ
が
、
平
賀
源
内
の
浄
瑠
璃
『
神
霊
矢
口
渡
』（
明
和
七
年
江

戸
外
記
座
で
初
演
）
の
下
敷
と
も
な
っ
た
。「
川
除
普
請
等
之
碑
文
」
と
は
、
同
じ
く
三
編
巻
八
に
載
る
「
刀
禰
上
流
以
南
修
治
告

成
碑
」
を
指
す
。
こ
れ
は
寛
保
二
年
八
月
に
生
じ
た
関
東
大
水
害
の
う
ち
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
利
根
川
流
域
の
大
修
復
工
事

を
命
ぜ
ら
れ
た
、
長
州
萩
藩
主
毛
利
吉
弘
と
そ
の
臣
下
た
ち
の
奮
闘
ぶ
り
を
、
南
郭
が
毛
利
の
臣
阪
時
在
に
聞
い
た
談
話
を
も
と
に

綴
っ
た
叙
事
文
。
南
畝
は
青
山
堂
本
の
三
編
は
こ
れ
ら
の
無
い
略
本
だ
っ
た
と
返
却
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
例
を
挙
げ
て
き
た

と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、
こ
の
頃
は
文
化
五
年
末
か
ら
翌
六
年
四
月
ま
で
玉
川
堤
防
工
事
の
巡
視
を
行
っ
た
記
憶
も
薄
れ
ぬ
時
期
で

あ
り
、『
南
郭
文
集
』
中
の
多
摩
川
や
水
利
工
事
に
関
す
る
文
章
を
読
み
返
す
に
あ
た
り
、
偶
然
こ
の
異
本
の
事
実
に
気
づ
い
た
の

が
契
機
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
柱
か
く
し
」
が
錦
絵
の
柱
絵
な
の
か
、
そ
れ
に
類
す
る
南
畝
の
揮
毫
な
の
か
は
不
明
。

　

７

　
　

比
巴
丸
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯　

谷

昨
夜
は
折
角
御
出
候
処
早
々
之
仕
合
、
鶏
林
唱
和
十
六
巻
早
速
御
遣
忝
、
三
扇
序
な
か
ら
上
申
候
。
匆
々
不
乙
。

　
　
　
　

即
刻
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こ
れ
は
正
徳
元
年
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
唱
酬
を
ま
と
め
た
瀬
尾
用
拙
斎
編
『
鶏
林
唱
和
集
』（
正
編
十
五
巻
八
冊
正
徳
二
年
五
月

刊
、
続
編
十
巻
十
冊
正
徳
二
年
十
二
月
刊
）。
冊
数
が
違
う
の
は
適
当
に
合
冊
し
た
巻
が
あ
っ
た
か
。
こ
の
書
簡
も
文
化
八
年
と
す

れ
ば
、
年
初
か
ら
知
人
が
対
馬
に
お
け
る
韓
使
応
接
に
出
役
す
る
た
め
の
別
宴
多
く
、
門
人
格
で
あ
る
幕
臣
の
鈴
木
猶
人
（
号
椿

亭
）
も
正
月
に
発
途
し
秋
に
帰
府
し
て
い
る
。
文
化
八
年
は
南
畝
が
こ
の
件
に
特
に
関
心
を
払
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

　

８

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯　

谷

唱
和
集
落
手
い
た
し
候
。
全
唐
一
帙
長
々
留
置
忝
奉
存
候
。
返
璧
い
た
し
候
。
以
上
。

　
　
　
　

即
刻

　
「
唱
和
集
」
は
前
便
に
い
う
『
鶏
林
唱
和
集
』、「
全
唐
」
は
前
出
の
「
全
唐
詩
抄
」
か
。

　

９

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯　

谷

残
暑
強
く
候
。
御
た
の
み
の
書
物
も
認
メ
上
候
。
此
節
取
込
い
つ
方
へ
も
断
申
候
。
手
本
之
義
も
半
分
し
た
ゝ
め
上
申
候
。
跡

は
め
て
た
く
帰
府
之
上
、
認
メ
上
可
申
候
。
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一
南
郭
文
集
返
上
い
た
し
候
。
長
々
忝
奉
存
候
。
朝
鮮
筆
跡
三
部
共
直
段
御
書
付
御
み
せ
可
被
下
候
。

　
　
　
　

即
時

　
　
　

尚
々
、
山
水
奇
観
と
申
候
小
本
有
之
候
様
に
覚
申
候
、
如
何
。
西
国
中
国
筋
道
中
記
名
所
類
記
し
候
書
、
承
度
候
。
以
上
。

　
　
　

出
か
け
早
々
申
上
候
。
已
上
。

　
『
山
水
奇
観
』
は
淵
上
旭
江
編
の
地
誌
画
本
で
、
前
編
四
巻
四
冊
が
寛
政
十
二
年
刊
、
後
篇
四
巻
四
冊
が
享
和
二
年
刊
。
西
国
中

国
筋
に
関
心
を
も
つ
の
は
、
や
は
り
朝
鮮
通
信
使
応
接
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
山
水
奇
観
』
で
は
前
編
が
ほ
ぼ
西
日
本
に

あ
て
ら
れ
る
。「
朝
鮮
筆
跡
三
部
」
と
は
７
に
い
う
「
三
扇
」
か
。

　

10

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯　

谷

　
　

行
程
記
、
西
遊
旅
譚
は
所
持
い
た
し
候
間
、
返
上
い
た
し
候
。

　
　

一
山
水
奇
観
、
西
国
中
国
筋
別
編
に
候
哉
。
有
之
候
は
ゝ
是
又
御
見
せ
可
被
下
候
。

一
朝
鮮
人
書
跡
三
部
と
も鶏
林
は
末
巻
斗

上
申
候
。
直
段
御
書
付
可
被
下
候
。
已
上
。

　

前
便
と
ほ
ぼ
同
時
の
も
の
だ
が
、
こ
の
10
の
方
が
先
か
。
こ
こ
で
も
西
国
筋
の
地
誌
に
興
味
を
示
す
。「
行
程
記
」
は
不
明
な
れ

ど
、
萩
の
毛
利
家
の
藩
版
『
行
程
図
記
』
な
る
一
冊
は
東
海
道
、
中
山
道
、
山
陽
道
か
ら
萩
へ
の
行
路
も
示
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
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所
持
し
て
い
た
か
。
司
馬
江
漢
の
『
西
遊
旅
譚
』
は
本
来
五
巻
五
冊
で
寛
政
や
享
和
の
板
本
あ
り
。『
南
畝
文
庫
蔵
書
目
』
に
も

「
西
遊
旅
譚　

一
巻　

司
馬
江
漢
」
と
あ
る
。
前
便
で
も
示
さ
れ
て
い
た
が
、
三
名
の
朝
鮮
人
筆
跡
の
値
段
付
け
を
青
山
堂
に
依
頼

し
た
の
は
、
某
人
か
ら
の
売
却
依
頼
を
受
け
て
青
山
堂
を
間
に
立
て
、
結
局
南
畝
自
身
が
購
入
す
る
算
段
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

11

　
　

雁
金
や
青
山
堂
主
人　
金
子
入　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

　
　

此
間
者
早
々
之
仕
合
奉
存
候
。
然
は
韓
館
類
之
書

　
　
　
　

三
部

　
　

右
之
払
之
処
へ
金
壱
両
も
た
せ
上
候
間
、
つ
り
御
遣
可
被
下
候
。
早
々
。

　
　
　
　

七
月
十
三
日

　

青
山
堂
の
値
付
け
が
迅
速
で
あ
っ
た
と
み
え
、
早
速
こ
の
手
紙
と
と
も
に
金
子
一
両
を
使
い
の
者
に
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

12

　
　

か
り
か
ね
や
清
吉
様

　
　
　
　

業
尽
有
情　
　

雖
放
奈
生

　
　
　
　

故
宿
人
天　
　

同
宿
仏
果



八
六

　
　

は
し
鷹
の
身
よ
り
た
な
さ
き
か
は
る
ら
ん
も
ろ
こ
し
人
は
右
に
す
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
な
さ
き　
　

た
ゞ
さ
き

　

普
通
鷹
匠
の
留
ま
ら
せ
る
の
は
左
腕
で
あ
る
が
唐
人
は
右
だ
と
い
う
。
青
山
堂
の
依
頼
に
な
る
と
お
ぼ
し
き
こ
の
銘
と
狂
歌
の
寓

意
不
明
。

　

13

　
　

雁
金
屋
青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杏
花
園

爾
来
御
疎
遠
打
過
候
。
弥
御
平
安
に
候
哉
承
度
候
。
私
事
少
々
暑
邪
に
而
引
込
平
臥
難
義
い
た
し
候
。

　
　
　

一　

奇
跡
考　
　

京
伝

　
　
　

一　

彦
山
名
勝
詩
集

右
之
二
書
出
候
は
ゝ
御
見
せ
可
被
下
候
。
も
と
め
置
度
存
候
。
此
外
、
何
に
て
も
随
筆
も
の
歟
私
刻
物
類
御
さ
候
は
ゝ
御
見
せ

可
被
下
候
。
一
両
日
平
臥
故
、
御
た
の
み
申
上
候
。
出
勤
い
た
し
候
へ
は
紛
雑
に
て
候
間
、
此
段
閑
暇
之
う
ち
申
入
候
。

　
　
　

一　

宋
遼
金
元
別
史　
　
　

八
套

　
　
　

一　

古
今
名
医
彙
粋　
　
　

一
套

　
　
　

一　

瘟
疫
論
類
編　
　
　
　

一
ヽ



杏枇雁信

八
七

　
　

右
の
類
払
物
た
の
ま
れ
居
候
。
何
ほ
と
の
価
定
り
可
申
哉
。
乍
序
申
上
候
。
以
上
。

　
　
　
　

乃
時

　
「
奇
跡
考
」
は
山
東
京
伝
の
考
証
随
筆
『
近
世
奇
跡
考
』（
五
巻
五
冊
、
文
化
元
年
刊
）
で
、『
南
畝
文
庫
蔵
書
目
』
に
見
え
、
南

畝
書
入
れ
本
が
内
閣
文
庫
に
も
残
る
。
た
だ
後
年
、
文
政
四
年
の
山
内
尚
介
宛
書
簡
（『
南
畝
全
集
第
十
九
巻
』
所
収
）
に
該
書
割

愛
へ
の
謝
辞
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
は
青
山
堂
か
ら
購
入
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
る
。「
彦
山
名
勝
詩
集
」
と
は
相
有
編

『
彦
山
勝
景
詩
集
』（
七
巻
七
冊
、
正
徳
五
年
刊
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
暇
な
病
臥
中
ゆ
え
落
ち
着
い
て
注
文
し
え
た
と
い
う
こ
の
二

書
は
、
あ
る
い
は
当
時
入
手
困
難
に
属
す
る
も
の
だ
っ
た
か
。『
彦
山
』
は
今
も
稀
覯
本
で
あ
る
が
、
京
伝
の
『
奇
跡
考
』
も
、
例

の
英
一
蝶
家
か
ら
の
異
議
で
初
版
が
す
ぐ
絶
版
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
て
（
改
刻
再
版
は
文
化
二
年
）、
当
時
は
意
外
に
貴
重
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
青
山
堂
に
「
随
筆
も
の
」「
私
刻
物
類
」（
私
家
版
の
類
）
を
欲
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期

の
南
畝
の
蒐
書
傾
向
が
伺
わ
れ
る
。

　

第
三
者
よ
り
「
払
物
」
と
し
て
依
頼
さ
れ
た
三
点
は
漢
籍
。『
宋
遼
金
元
別
史
』
は
四
史
纏
っ
て
出
さ
れ
る
こ
と
多
く
、
こ
こ
は

舶
載
の
一
七
九
八
年
掃
葉
山
房
校
刊
本
で
あ
ろ
う
。『
古
今
名
医
彙
粋
』
も
舶
載
本
で
、
大
庭
脩
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡

書
の
研
究
』
所
収
史
料
で
は
享
和
三
年
や
文
化
二
年
な
ど
の
舶
載
記
録
が
あ
り
、
当
時
江
戸
に
伝
わ
り
始
め
た
ば
か
り
の
医
師
叢
伝

で
あ
っ
た
。『
瘟
疫
論
類
編
』
は
こ
の
中
で
唯
一
和
刻
あ
る
も
の
で
、
多
紀
門
下
で
校
閲
し
た
享
和
三
年
の
刊
本
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
そ
の
和
刻
を
指
す
か
唐
本
を
指
す
か
不
明
。
和
刻
本
見
返
し
に
「
享
和
三
年
正
月
清
商
帯
来
、
是
歳
八
月
江
戸
飜
刻
」
と
あ
る
。

右
い
づ
れ
も
渡
来
し
て
間
も
な
い
漢
籍
で
、
こ
れ
を
払
い
た
い
と
い
う
人
物
が
、
南
畝
を
通
じ
て
青
山
堂
ま
で
間
接
的
に
話
を
持
ち



八
八

掛
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

14

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

　
　

拝
見
仕
候
。
弥
御
清
勝
珍
重
之
至
候
。

　
　
　
　

北
里
記
録　
　
　
　
　

一
冊

右
、
落
手
い
た
し
候
。
北
女
閭
紀
元
も
先
年
一
見
、
写
置
候
。
御
本
出
来
候
は
ゝ
よ
み
合
い
た
し
可
申
候
。

一
前
句
附
本
返
上
い
た
し
候
。
先
日
も
中
牛
天
神
下山

氏
よ
り
前
句
之
本
之
序
頼
来
候
処
、
板
行
成
候
事
故
断
申
遣
候
。
写
本
は
各
別
板

本
之
序
は
先
断
申
候
間
、
返
上
い
た
し
候
。
其
上
日
勤
短
日
一
向
寸
隙
無
之
、
中
々
其
暇
無
御
座
候
。
い
つ
方
へ
も
断
申
候
。

万
々
貴
面
と
早
々
。

　
　
　
　

霜
月
十
三
日

　
「
北
女
閭
紀
元
」
は
い
わ
ゆ
る
『
洞
房
語
園
』（
元
文
三
年
刊
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
異
な
る
「
北
里
記
録
」
と
は
い
か

な
る
も
の
か
、
未
詳
。
青
山
堂
に
、
か
か
る
吉
原
も
の
の
出
板
が
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
句
附
本
の
序
文
を
頼
ん
で
き

た
小
石
川
牛
天
神
下
の
「
中
山
氏
」
は
不
明
だ
が
書
肆
か
。
こ
こ
で
も
狂
歌
と
同
様
、
雑
俳
の
類
に
対
す
る
南
畝
の
態
度
が
表
明
さ

れ
る
。
ま
た
写
本
と
板
本
と
を
弁
別
す
る
意
識
も
明
快
に
示
さ
れ
て
お
り
、
板
本
の
多
大
な
る
影
響
を
慮
る
こ
と
は
相
当
な
も
の
で

あ
っ
た
。
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15

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

珍
書
三
冊
御
み
せ
被
成
、
一
覧
之
上
、
表
題
序
文
い
た
し
上
可
申
候
。
奥
村
画
一
巻
、
御
投
恵
忝
珍
蔵
可
仕
候
。
短
日
出
勤
前

早
々
以
上
。

　
　
　
　

即
刻

　
「
奥
村
画
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
青
山
堂
本
の
表
題
序
文
染
筆
の
謝
礼
か
。

　

16

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀
山
人

寒
中
為
御
見
舞
何
よ
り
之
橘
子
一
籃
御
投
恵
忝
賞
味
可
致
候
。
書
物
別
録
之
通
、
返
上
い
た
し
候
。
今
日
は
昼
過
よ
り
夕
方
は

狂
客
と
も
参
候
。
些
と
御
出
待
入
奉
存
候
。
予
書
出
候
由
一
覧
い
た
し
度
候
。
此
方
に
も
珍
物
出
申
候
。
早
々
以
上
。

　
　
　
　

臘
十
九
日

　

両
者
の
、
入
手
す
る
ご
と
に
珍
書
を
披
歴
し
合
う
様
態
の
わ
か
る
書
簡
で
あ
る
「
予
が
書
」
と
は
南
畝
の
揮
毫
が
市
に
出
た
と
い

う
こ
と
か
。



九
〇

　

17

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀
山
人

拝
見
い
た
し
候
。
弥
御
平
安
珍
重
之
御
事
に
候
。
昨
日
引
ケ
よ
り
屋
敷
へ
廻
り
候
処
、
引
と
め
ら
れ
夜
に
入
帰
宅
、
御
不
約
束

い
た
し
候
。
摩
訶
迦
羅
天
照
見
之
事
に
奉
存
候
。
さ
て
は
河
東
表
紙
早
速
御
付
被
下
辱
、
乍
併
御
寄
進
に
て
は
痛
入
、
表
紙
代

に
て
も
上
候
而
、
手
間
を
御
寄
進
と
可
□
哉
。
殊
に
よ
ろ
し
く
出
来
大
慶
仕
候
。

一
中
古
叢
書
一
箱
御
預
り
申
上
候
。
此
中
に
は
嘸
々
面
白
キ
も
の
可
有
之
、
尤
中
よ
り
入
か
へ
之
も
の
も
可
有
之
、
い
つ
れ
一

覧
抜
キ
候
而
、
よ
ろ
し
き
物
は
札
を
付
可
申
候
。
私
方
に
も
叢
書
余
程
有
之
一
入
御
覧
候
。
狂
哥
集
之
序
承
知
い
た
し
候
。
取

込
早
々
以
上
。

　
　
　
　

甲
子
の
翌
朝

　

河
東
の
正
本
の
表
紙
を
青
山
堂
に
依
頼
し
た
南
畝
が
、
手
間
賃
は
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
に
し
て
貰
っ
た
の
は
よ
い
が
、
せ
め
て

表
紙
材
料
費
だ
け
で
も
と
支
払
わ
せ
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
。
□
は
竹
清
写
本
の
マ
マ
。「
中
古
叢
書
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
余
り

古
く
な
い
中
古
か
ら
近
世
中
期
く
ら
い
に
か
け
て
の
故
実
、
野
史
、
思
想
、
政
治
等
の
史
料
群
を
収
め
た
大
部
な
叢
書
で
現
在
国
会

図
書
館
や
書
陵
部
に
現
存
。
青
山
堂
蔵
書
か
ら
面
白
い
も
の
を
抜
い
て
写
本
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
南
畝
文
庫
の
目
録
等

に
は
個
別
の
書
名
で
掲
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
「
中
古
叢
書
」
か
ら
の
抜
抄
な
る
こ
と
俄
か
に
判
別
し
が
た
い
。「
狂
哥
集
之

序
」
は
前
掲
『
明
和
十
五
番
歌
合
』
の
序
文
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
青
山
堂
の
手
元
に
写
本
で
の
み
残
す
こ
と
を
条
件
に
、
執
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筆
を
承
諾
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

18

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

貴
簡
被
見
、
珍
物
来
候
由
御
報
被
下
忝
奉
存
候
。
今
日
は
無
拠
義
に
て
不
定
に
御
さ
候
。
明
日
は
外
約
も
無
之
、
昼
之
内
参

上
、
一
覧
可
仕
候
。
早
々
以
上
。

　
　
　
　

乃
時

　

こ
こ
も
珍
書
を
入
手
し
て
は
す
ぐ
に
南
畝
に
連
絡
す
る
青
山
堂
の
日
常
。

　

19

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

　
　

先
日
は
御
馳
走
忝
奉
存
候
。

　
　
　
　

春
画　
　
　

一
巻

　
　

右
返
上
い
た
し
候
。
何
と
も
申
兼
候
へ
と
も
、

　
　
　
　

大
坂　

京　

春
画　
　
　

二
巻

　
　

二
三
日
御
か
り
申
し
度
奉
存
候
。



九
二

一
此
掛
物
二
ふ
く
、
外
よ
り
払
た
き
よ
し
頼
之
参
候
間
、
懸
御
目
候
。
価
は
二
百
疋
斗
に
い
た
し
度
と
申
候
。
御
一
覧
御
用
無

之
候
は
ゝ
御
返
し
可
相
成
候
。
早
々
以
上
。

　
　
　
　

三
月
五
日

　
「
何
と
も
申
兼
候
へ
と
も
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
無
限
の
味
わ
い
が
出
て
い
る
。
本
書
簡
が
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
掛
物
二
幅
は
、

例
に
よ
っ
て
処
分
希
望
者
か
ら
の
間
接
的
依
頼
。
二
百
疋
が
希
望
売
値
で
あ
る
こ
と
も
言
い
添
え
て
い
る
。
一
連
の
書
簡
か
ら
み

て
、
お
そ
ら
く
名
前
の
出
る
を
憚
る
大
身
の
旗
本
家
あ
た
り
か
ら
の
依
頼
を
、
南
畝
は
こ
う
し
て
青
山
堂
に
取
り
次
ぐ
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

20

　
　

青
山
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

今
日
、
雲
茶
店
会
、
天
気
も
よ
り
宜
候
。
私
義
両
三
日
風
邪
に
て
役
所
も
断
出
勤
不
致
候
。
其
上
中
々
少
々
故
障
之
義
も
有

之
、
五
日
頃
迄
は
出
勤
不
致
候
間
、
他
出
も
い
た
し
か
た
く
候
へ
と
も
、
初
会
之
義
余
り
残
念
に
御
坐
候
間
、
夕
方
に
も
見
合

一
寸
参
上
可
致
哉
と
奉
存
候
。
い
つ
れ
古
物
は
早
々
よ
り
上
置
可
申
候
。
早
々
已
上
。

　
　
　
　

四
月
二
日

尚
々
、
本
所
焉
馬
へ
も
申
遣
候
。
釜
屋
堀
の
り
人
と
申
候
狂
哥
師
同
道
に
て
参
り
可
申
候
。
竹
垣
は
無
心
元
奉
存
候
。
□
□
も

断
可
申
存
候
。
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文
化
八
年
に
神
田
明
神
前
の
雲
茶
店
で
始
ま
っ
た
、
古
物
持
ち
寄
り
の
趣
味
会
で
あ
る
「
雲
茶
会
」
に
つ
い
て
は
浜
田
義
一
郎

「
江
戸
文
人
の
歳
月
―
蜀
山
人
大
田
南
畝
に
於
け
る
（
四
）」（「
大
妻
国
文
」
19
号
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
に
詳
し
い
。
書
簡
に
も
い

う
ご
と
く
こ
の
四
月
二
日
が
初
回
で
、
以
後
毎
月
を
目
途
に
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
釜
屋
堀
の
り
人
」
に
関
し
て
は
、
こ
の

年
十
一
月
四
日
付
亀
屋
久
右
衛
門
宛
南
畝
書
簡
（『
南
畝
全
集
第
十
九
巻
』
所
収
）
に
「
来
七
日
深
川
五
百
羅
漢
に
て
の釜
屋
堀り

人
と
申

候
も
の
普
茶
一
脚
振
舞
申
候
。
精
進
料
理
に
候
へ
ど
も
お
か
し
き
も
の
に
候
」
な
ど
と
あ
り
、
ま
た
そ
の
十
一
月
七
日
付
亀
屋
勘
兵

衛
宛
南
畝
書
簡
（
同
前
）
に
は
「
の
り
人
案
内
に
て
釜
屋
堀
釜
を
鋳
候
を
見
候
て
夫
よ
り
羅
漢
へ
参
候
。
普
茶
も
中
々
冬
至
に
は
お

か
し
く
御
ざ
候
」
と
あ
る
。
深
川
の
釜
屋
堀
に
住
し
鋳
造
業
を
な
り
わ
い
と
す
る
趣
味
人
で
、
狂
歌
も
よ
く
す
る
人
物
と
み
え
る
。

た
だ
こ
の
初
回
の
参
加
者
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
日
は
佐
々
木
万
彦
、
岡
田
老
樗
軒
、
反
古
斎
、
立
川
焉
馬
、
山
東
京
伝
、
南

畝
、
青
山
堂
、
紀
束
、
加
藤
曳
尾
庵
、
そ
し
て
雲
茶
店
主
量
山
の
十
名
参
加
で
、
南
畝
の
作
れ
る
「
約
定
」
に
は
「
人
は
十
人
に
す

ぐ
べ
か
ら
ず
」（『
一
話
一
言
』）
と
あ
る
。
書
中
予
想
す
る
よ
う
に
、
さ
す
が
に
旗
本
竹
垣
直
清
が
こ
の
顔
ぶ
れ
に
混
じ
る
こ
と
は

憚
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
□
□
は
竹
清
写
本
の
マ
マ
で
あ
る
。
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青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

　
　
　

二
白
。
御
重
箱
弐
重
御
返
申
上
候
。
以
上
。

漸
天
気
も
定
ま
り
候
歟
。
弥
御
清
勝
珍
重
奉
存
候
。
先
日
は
佳
興
段
々
御
世
話
に
候
。
初
会
も
済
、
こ
と
に
肩
輿
等
御
心
添
ら



九
四

れ
病
余
之
一
楽
に
相
成
忝
、
今
朝
雲
茶
主
人
も
来
候
キ
。
先
達
而
参
為
候
内
考
出
来
候
分
斗
上
候
。
残
り
は
あ
と
よ
り
上
可
申

候
。

　
　
　
　

酒
て
ん
童
子　
画
本

　
　
　
　

三
世
相

　
　
　
　

西
行
物
語

　
　
　
　

あ
た
物
語

　
　
　
　

蛤
は
た
お
り
姫

右
も
た
せ
上
申
候
。
又
々
珍
物
御
坐
候
は
ゝ
遣
は
さ
れ
置
候
様
存
上
候
。
此
節
透
々
に
書
置
可
申
候
。
双
六
何
と
そ
白
紙
に
御

す
ら
せ
可
被
下
候
。
早
く
表
具
い
た
し
見
申
度
候
ま
ゝ
何
分
御
頼
申
上
候
。
早
々
以
上
。

　
　
　
　

四
月
四
日

　

一
昨
日
の
雲
茶
会
に
お
け
る
肝
煎
り
役
へ
の
礼
状
。
返
却
の
五
部
は
い
つ
も
の
ご
と
く
題
簽
か
序
跋
の
執
筆
の
済
ん
だ
も
の
。
こ

の
後
四
月
八
日
付
青
山
堂
宛
書
簡
（『
全
集
第
十
九
巻
』
所
収
）
で
は
、『
き
の
ふ
は
け
ふ
の
物
語
』
以
下
二
十
四
冊
を
返
却
し
て
い

る
。
右
の
う
ち
「
酒
て
ん
童
子
」
は
赤
本
か
。「
三
世
相
」
は
古
版
の
も
の
。「
西
行
物
語
」
と
「
あ
た
物
語
」
は
仮
名
草
子
で
あ
ろ

う
。「
蛤
は
た
お
り
姫
」
は
明
暦
二
年
刊
の
丹
緑
本
。
こ
の
青
山
堂
本
が
中
野
三
敏
『
和
本
の
す
す
め
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
年

岩
波
書
店
刊
）
の
口
絵
に
使
わ
れ
て
い
て
、
丹
表
紙
、
黄
色
の
紋
蝋
箋
に
南
畝
の
字
で
「
蛤
は
た
お
り
ひ
め　

上
下
」
と
墨
書
さ

る
。
本
書
は
後
日
、
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
（
日
本
古
書
籍
商
協
会
）
五
十
周
年
国
際
稀
覯
本
フ
ェ
ア
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
も
出
品
さ
れ
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九
五

た
。

　

こ
こ
で
青
山
堂
に
命
じ
て
白
紙
刷
り
に
さ
せ
た
「
双
六
」
に
つ
い
て
は
未
見
だ
が
、四
日
後
の
四
月
八
日
付
青
山
堂
宛
書
簡
（『
全

集
第
十
九
巻
』
所
収
）
に
ふ
た
た
び
「
双
六
御
す
り
可
被
下
候
」
と
依
頼
し
、
同
じ
く
青
山
堂
宛
の
別
便
（
日
付
不
明
）（『
全
集
第

十
九
巻
』）
に
は
「
先
剋
は
双
六
神
速
に
被
遣
忝
候
。
早
速
裱
具
可
申
付
候
」
と
あ
る
。
か
つ
て
天
明
五
年
、
南
畝
は
歌
麿
と
と
も

に
絵
入
り
多
色
刷
り
で
、
狂
歌
歳
旦
が
わ
り
の
華
や
か
な
双
六
を
作
っ
た
（「
四
方
春
興
夷
歌
連
中
双
六
」
大
妻
女
子
大
学
蔵
）。
そ

の
時
は
版
元
が
蔦
屋
重
三
郎
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
は
そ
れ
と
対
照
的
に
す
っ
き
り
と
し
た
つ
く
り
を
施
し
た
に
違
い
な
い
。

　

22

　
　

青
山
堂
主
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

　
　

被
見
い
た
し
候
。
此
間
は
東
海
之
駅
路
に
御
出
の
よ
し
。
御
草
臥
と
奉
存
候
。

　
　
　
　

江
戸
詞　
　

二

　
　
　
　

鎌
倉
物
語　
　
　
　
　
　
帳
面
御
け
し
可
被
下
候

右
返
上
い
た
し
候
。
書
舗
之
聯
も
認
メ
上
申
候
。
青
山
文
庫
之
字
失
念
、
外
之
事
書
ち
ら
し
候
。
又
々
紙
可
被
遣
候
。

一
外
丹
表
紙
も
標
題
は
出
来
候
へ
と
も
、
題
言
未
出
来
候
。
此
節
引
込
居
候
う
ち
に
書
入
可
申
候
。

　
　

一
又
々
丹
表
紙
大
小
共
三
十
品
目
録
之
通
御
世
語
（
マ
マ
）被
申
候
。

一
先
達
而
参
候
内
も
帳
面
へ
引
合
見
合
上
可
申
候
。
尤
之
さ
う
し
は
無
之
様
に
覚
申
候
。
猶
又
点
検
可
申
上
候
。
匆
々
不
乙
。

　
　
　
　

四
月
初
六
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平
々
山
人　
座
右　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜀　

山

　
「
江
戸
詞
」
未
詳
。『
鎌
倉
物
語
』
は
中
川
喜
雲
著
万
治
二
年
刊
、
仮
名
草
子
の
絵
入
り
地
誌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
青
山
堂
に

返
却
し
て
も
『
南
畝
文
庫
蔵
書
目
』
な
ど
に
載
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
う
い
う
機
会
に
写
し
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
書
舗
之

聯
」
は
書
い
た
も
の
の
「
青
山
文
庫
」
の
字
を
書
く
の
を
忘
れ
た
、
と
い
う
の
は
い
か
な
る
こ
と
か
。『
巴
人
集
』
所
載
「
青
山
堂

記
」
の
前
に
「
青
山
堂
楼
上
額 

左
伝
語
」
な
る
項
が
あ
り
、「
民
生
在
勤 

々
則
不
匱　

南
畝
書
」「
青
山
堂　

南
畝
覃
書
」
と
、
こ

の
時
揮
毫
し
た
字
の
手
控
え
ら
し
き
記
載
が
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
二
つ
が
「
書
舗
之
聯
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
た
し
か
に

「
青
山
文
庫
」
の
字
は
見
え
な
い
。
も
っ
と
も
「
民
生
…
」
の
方
は
、
青
山
堂
宛
と
は
別
に
「
南
畝
覃
書
於
浪
華
旅
次
⃞印
⃞印
」
な
る

落
款
の
入
っ
た
一
行
書
が
残
存
し
て
お
り
（
江
戸
民
間
書
画
美
術
館
蔵
、
図
録
『
蜀
山
人
大
田
南
畝
―
大
江
戸
マ
ル
チ
文
化
人
交
遊

録
』
二
〇
〇
八
年
五
月
刊 

所
収
）、
恐
ら
く
は
享
和
元
～
二
年
の
大
坂
銅
座
御
用
の
時
か
、
文
化
元
～
二
年
長
崎
行
の
途
次
か
で
揮

毫
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
左
伝
を
典
拠
と
す
る
こ
の
銘
を
思
い
つ
い
た
の
は
少
し
前
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

23
維
鵲
巣
あ
れ
は
こ
れ
鳩
こ
れ
に
居
り
、
こ
れ
鶯
高
き
に
う
つ
れ
は
馬
蘭
こ
れ
に
生
す
。
そ
の
う
つ
り
ゆ
く
月
日
星
、
三
度
飛
脚

の
文
の
た
よ
り
に
ひ
と
く
と
つ
く
る
月
次
の
兼
題
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
蘭
亭
執
事

鴬
谷
に
し
る
す　
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九
七

　
　

八
月
十
九
日　
　
　

旅
泊
月　
　
　
　
　
　
　
　

九
月　

　ヽ
　
　

赤
城
祭

　
　

十
月　

　ヽ
　
　
　

恵
比
寿
講　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　

　ヽ
　

顔
見
せ
雪

　
　

十
二
月
十
日　
　
　

寄
餅
祝

　
　

正乙丑月
十
九
日　
　
　

鴬
谷
梅　
　
　
　
　
　
　
　

二
月　

　ヽ
　
　

社
頭
糸
桜

　
　

三
月　

　ヽ
　
　
　

昼
帰
雁　
　
　
　
　
　
　
　

四
月　

　ヽ
　
　

寄
郭
公
恋

　
　

五
月　

　ヽ
　
　
　

上
水
蛍　
　
　
　
　
　
　
　

六
月　

　ヽ
　
　

寄
琴
懐甘
露
門
に
て

旧

　
　

七
月　

　ヽ
　
　
　

廓
中
燈
籠　
　
　
　
　
　
　

八
月　

　ヽ
　
　

紙
砧

　
　

閏
月　

　ヽ
　
　
　

恋
重
荷　
　
　
　
　
　
　
　

九
月　

　ヽ
　
　

菊
合

　
　

十
月　

　ヽ
　
　
　

新
酒
来　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月　

　ヽ
　

袴
着
祝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
刷
も
の
也

　

こ
の
23
は
、
文
化
八
年
成
に
あ
ら
ず
。
十
九
日
狂
歌
会
兼
題
の
列
記
に
つ
い
て
は
、
右
と
同
じ
内
容
で
南
畝
筆
の
も
の
が
大
妻
女

子
大
学
蔵
『
蜀
山
人
自
筆
文
書
』
一
巻
中
に
あ
っ
て
、
既
に
石
川
了
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
大
妻
女
子
大
学
所
蔵
『
蜀
山

人
自
筆
文
書
』
に
つ
い
て
」
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
21
号　

平
成
元
年
三
月
）。
す
で
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
愛
妾
お
賤
（
も
と

松
葉
屋
遊
女
三
保
崎
）
の
没
が
寛
政
五
年
六
月
十
九
日
な
る
に
因
ん
で
、
南
畝
は
毎
月
十
九
日
を
決
め
て
「
物
か
き
て
人
に
あ
た
ふ

る
」（『
放
歌
集
』）
会
を
催
し
て
い
た
。
祥
月
命
日
の
六
月
十
九
日
に
お
賤
の
菩
提
寺
甘
露
門
（
浄
栄
寺
）
で
開
催
す
る
の
は
、
ま

さ
に
そ
の
縁
に
よ
る
。
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さ
て
、
こ
こ
に
注
記
さ
れ
る
「
乙
丑
」
の
干
支
か
ら
み
て
、
こ
の
題
列
は
文
化
元
年
甲
子
八
月
十
九
日
か
ら
文
化
二
年
乙
丑
十
一

月
十
九
日
ま
で
の
も
の
、
す
な
わ
ち
ち
ょ
う
ど
南
畝
の
長
崎
出
張
に
よ
る
江
戸
不
在
中
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
掲
げ
ら

れ
た
狂
歌
題
は
そ
の
揮
毫
の
た
め
の
会
日
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、「
も
っ
と
も
留
守
中
に
限
っ
た
臨
時
措
置
の
可
能
性
も
な
く
は

な
い
」
と
い
う
限
定
付
き
で
、
十
九
日
例
会
が
既
に
狂
歌
会
に
変
じ
て
い
た
可
能
性
を
石
川
氏
は
示
唆
し
て
い
る
（
前
掲
論
文
）。

当
時
南
畝
は
、
狂
歌
会
な
る
も
の
を
原
則
的
に
拒
ん
で
い
た
か
ら
、
こ
の
限
定
付
き
の
方
の
推
定
に
稿
者
も
従
い
た
い
が
、
石
川
氏

は
冒
頭
の
引
語
も
南
畝
の
も
の
、
し
か
し
「
鶯
谷
に
し
る
す
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
帰
府
後
に
馬
蘭
亭
に
頼
ま
れ
て
題
を
ま
と
め

記
し
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
い
さ
さ
か
小
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
一
応
馬
蘭
亭

の
作
と
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
引
は
詩
経
召
南
冒
頭
の
「
鵲
巣
」
を
下
敷
き
に
す
る
戯
文
で
、
鳩
が
巣
造
り
の
う

ま
い
鵲
の
あ
と
に
お
さ
ま
る
ご
と
く
、
高
き
に
登
っ
た
鶯
の
い
た
後
地
に
馬
蘭
（
え
ぞ
ぎ
く
）
が
生
じ
る
、
と
す
る
く
だ
り
は
、
明

ら
か
に
名
誉
あ
る
長
崎
出
役
の
南
畝
に
代
わ
り
、
不
肖
馬
蘭
亭
が
後
を
つ
と
め
ん
と
す
る
こ
と
を
卑
下
し
た
表
現
と
解
せ
よ
う
。
も

と
よ
り
「
高
き
に
う
つ
る
」
す
な
わ
ち
遷
喬
は
栄
進
を
意
味
し
、
詩
経
小
雅
の
「
伐
木
」
に
よ
る
。
よ
っ
て
「
馬
蘭
亭
執
事
／
鶯
谷

に
し
る
す
」
と
い
う
の
は
馬
蘭
亭
自
身
の
署
名
と
し
て
解
す
べ
き
で
あ
り
、
金
剛
寺
坂
の
南
畝
宅
に
近
い
牛
天
神
下
に
住
し
て
い
た

馬
蘭
亭
も
ま
た
「
鶯
谷
に
し
る
す
」
と
し
て
矛
盾
は
な
く
、
む
し
ろ
南
畝
の
愛
用
し
た
「
鶯
谷
」
と
同
じ
居
所
の
呼
称
に
し
た
と
こ

ろ
が
、
鳩
が
鵲
の
巣
に
お
さ
ま
る
故
事
を
思
わ
せ
る
、
こ
の
引
の
眼
目
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
注
意
し
た
い
の
は
末
尾
の
「
こ
れ
は
刷
も
の
也
」
な
る
小
書
で
あ
る
。
こ
れ
が
原
本
に
あ
っ
た
の
か
、
原
本
の
様
態
を
見

た
竹
清
自
身
の
注
記
か
が
分
明
で
な
く
、
こ
う
し
た
書
簡
集
の
巻
子
な
ど
で
、
末
尾
に
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
一
枚
刷
り
な
ど
を
貼
り
込

む
こ
と
は
よ
く
あ
る
か
ら
、
こ
の
兼
題
集
自
体
が
刷
り
物
で
あ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
い
。
い
づ
れ
原
本
が
出
現
す
れ
ば
わ
か
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九
九

る
事
な
の
で
勝
手
な
想
像
は
控
え
た
い
が
、
こ
れ
は
出
立
前
に
南
畝
が
馬
蘭
亭
に
託
し
た
留
守
中
の
兼
題
案
で
、
青
山
堂
あ
た
り
に

頼
ん
で
ほ
ん
の
少
部
数
刷
り
、
予
め
参
会
者
に
配
布
し
て
お
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
南
畝
と
し
て
は
、
自
分
さ
え
居
な
け
れ

ば
、
他
の
衆
は
狂
歌
会
を
堂
々
と
挙
行
し
て
支
障
も
な
い
面
々
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
長
崎
行
旅
中
、
し
ば
し
ば
こ
の
会
の
作
物
を

楽
し
み
に
し
、
批
点
す
ら
し
て
い
る
さ
ま
が
書
簡
に
も
窺
え
る
が
、
こ
う
し
た
間
接
的
な
参
加
な
ら
ば
、
か
れ
は
な
ん
の
躊
躇
も
無

か
っ
た
。
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
に
文
化
年
間
に
な
っ
て
も
世
間
的
に
は
狂
歌
壇
と
の
距
離
の
置
き
方
に
神
経
を
と
が
ら
せ
て
い
た

南
畝
で
あ
っ
た
が
、
私
的
な
詠
み
捨
て
は
も
と
よ
り
若
年
と
変
わ
ら
ず
、
他
の
会
を
傍
観
す
る
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
は
化
政

期
の
多
く
の
写
本
の
歌
文
集
が
そ
れ
を
証
し
て
い
る
。
こ
こ
に
み
る
引
語
も
、
こ
の
程
度
の
レ
ト
リ
ッ
ク
な
ら
田
安
の
臣
山
口
彦
三

郎
こ
と
馬
蘭
亭
に
書
け
な
い
こ
と
も
無
い
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
い
は
南
畝
が
作
っ
て
表
向
き
馬
蘭
亭
作
と
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
一
応
馬
蘭
亭
作
と
し
て
お
く
べ
き
か
と
記
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
識
者
の
異
見
に
俟
つ
。




